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新 コニネ ル ギ ー 委 員 会 の お 知 らせ(第34、 回)

日 時

場 所

令和2年2月5日(水)午 後1時 半～4時

衆議院第一一議員会館 地下1階 第4会 議室

千代 田区永 田町2-2--1

◆ 国会議 事 堂前駅(丸 の内線 ・千代 田線)① 番 出 口よ り2分 、永 田町

駅(有 楽 町線 ・半蔵 門線)① 番 出 口よ り下車5分 。 当 目、午後1時

よ り、議員 会館 玄関 にて 、通行証 を差 し上げます。その時刻前に到

着 された方は、恐縮ですが、受付脇 のロビーにてお待 ち下 さい。ま

た、会議 開始後にお越 しの方は、受付 に 「第4会 議室 に行 きたい」

旨お伝 え下 されば、お迎えに参 ります。

とみられる。

次に、清原淳平専務理事より、堂免一成東京大学特別教授の経歴紹介がありま

した。次に、堂免教授 より、「人工光合成型光触媒による大規模かつ安価 な水

素製造の可能性」と題 して解説をいただきました。太陽エネルギーを用いた水

分解法 としては、太陽光発電か ら電力を得る方法 と、光電気化学電池 とがある

が、前者は効率に限界があり、後者は構造が複雑で、大規模装置ができないと

い う問題点があった。そこで、半導体の粒子に光を当て、表面から酸素と水素

を発生 させる方法をとった。酸素と水素は同時に発生するため、水分離膜を使

って分離する必要はあるが、構造は容易で、大規模化に適 している。人工光合

成で有名なのは、本多一藤嶋効果だが、紫外線が多く使われている。 しかし、

太陽光の大部分は可視光である。可視光までエネルギー として利用できれば、

高効率が望める。様々な光触媒を試 し、複数混合 して、研究を進めている。現

在、水分解パネルでの実験に成功 している。(実 写あり)酸 素 と水素は爆発の
へ

危険もあるが、装置を破損するほどの爆発は起きていないことも確認できてい

る。可視光部分の効率をさらに向上させ、実用化まで持っていきたい。

まず、中島稔委員長 より 『新エネルギー関連ニュースN・.190』 の解説があ

りました。今回は、○災害時に電気自動車1台 の蓄電機能は一般家庭の需要を

4日 分は満たすほどの供給が可能。○電気 自動車やハイブ リッ ド車が浸水する

と乗員や周囲の人間が感電するとい うのはデマ。○停電時でも20日 間電力供

給する家庭用燃料電池の開発。○窒化ガリウムで電気自動車を駆動させる車載

用インバーターの開発。○水素を軽油に対 し高比率で混焼するディーゼルエン

ジンの発電に成功。発電効率は従来のディーゼルェンジンと変わらない40%。

○太陽光で非常用電源。避難所用にも活用狙 う。○高効率の冷却素子、量子現

象で性能10倍 。などの解説があり、一同大いに勉強になりました。

議 題1、 最近の再生 ・新エネルギーについて想 う

挨拶 中島稔新エネルギー一委員長

2、 『新エネルギー関連ニュースNO.191』

解説 中島稔新エネルギー委員長

3、 ペロブスカイ ト太陽電池における官能基を修飾させた炭素電極

の効果について

解説 脇慶子東京工業大学物質理工学院応用化学系准教授

報 告 去 る令和 元年12月4日 開催 の第339回 新 エ ネ ル ギ ー 委 員 会

は 、 中 島稔 新 エネルギー委員長が議長 を務 め行 われ ま した。

は じめに、中島委員長 よ り、 「最近の再生 ・新エネル ギー につい て

想 う」 と題 して開会挨拶 があ りま した。最近、全固体電池 が注 目を集

めてい る。 固体の無機化合物 を電解質 として使用するもので、主に電

気 自動車用 として用い られ る。 リチ ウムイオ ン電池 の3倍 の出力 特性

を持 ち、セ パ レー タを使用 しないので コス トは安 く、充電が早い。航

続距離 も延び、水素のよ うに爆発す る危険もない。NEDOは5年 後 、

電気 自動 車へ の固体電 池 の搭載率を50%と 予測 してお り、将来有 望
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